
 

教育普及事業について 

 

※集計数については令和３年５月 12日～令和４年３月 15日まで 

１．学校との連携 

（１）学校への対応          

①来館件数 

   38件 935人（市内 28件 796人、市外 10件 139人） 

  

②館内・館外講師利用件数 

  館内講師： 15件 570人（市内：14件 547人、市外：１件 23人） 

  館外講師： 19件 1,394人（市内小学校：17件、市内中学校：１件、その他：１件） 

  

③来館・館内講師内訳 

   市内学校（件） 市外学校（件） 

来館 館内講師 来館 館内講師 

小学校 ７ ６ １ １ 

中学校 ２ １ ６ ０ 

高等学校 ８ ２ １ ０ 

大学等 ９ ４ １ ０ 

その他 ２ １ １ ０ 

  ※大学等は高専、専門学校を含む。その他は幼稚園、特別支援学校、児童福祉施設等。 

 

（２）大学との連携 

 ①キャンパスメンバーズの利用状況（令和 3年度の加入校は 16校） 

  団体利用件数：６校６件 112人 

  個別利用人数：常設展 625人 特別展 2,493人 計 3,118人 

（５月 81人、６月 334人、７月 610人、８月 1,429人、９月 664人） 

  館内講師  ：３件 93人（博物館の施設概要や博物館と学校連携、展覧会の解説等） 

 

②博物館実習 

日 時：８月 17日（火）～８月 21日(土) 9：00～16：00 

  内 容：博物館の運営、歴史分野・美術分野・教育普及分野に関する講話及び実技 

  参加者：市内外の大学生、計 10人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             
【博物館実習】 

資料 ３ 

 



 （３）学校教員・教育機関への対応 

①博物館活用研修        ※「特別展解説」は②の参加者と一緒に聴講 

日 時：令和３年７月 29日（木）9：30～12：00 

   内 容：「博物館の活用」「学習プログラムの紹介」「特別展の解説」等の講話及び実技 

   参加者：教職員 20人 

   講 師：博物館指導主事、博物館学芸員 

  

②第２回ミュージアムセミナー  ※①の参加者と一緒に聴講   

   日 時：令和３年７月 29日（木）10：30～12：00 

   内 容：特別展「古代エジプト展」見どころ解説及び展示室見学 

   参加者：教職員 21人 

   講 師：博物館学芸員 

  

③社会教育施設連携研修【博物館・仙台城見聞館】 

日 時：令和３年７月 30日（木）9：10～12：00 

   内 容：校外学習等で博物館と仙台城跡を活用した学習活動の紹介及び見学 

   参加者：教職員 ９人 

   講 師：博物館指導主事、文化財課文化財教諭 

 

④小中学校図工・美術科研修 

日 時：令和３年８月３日（火）9：30～16：30 

   内 容：講話「図工・美術科における博物館の活用について」「版画体験」「特別展の解説」等 

   参加者：教職員 17人 

   講 師：博物館指導主事、博物館学芸員、教育センター指導主事 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  ⑤「博学だより」の発行 

市内の教員向けに出前授業の案内や博物館の活用を紹介する「博学だより」を発行し、市内の

校務支援システムネットワーク、C4th（シーフォース）にて不定期に配信している。 

今後も博物館の活用や授業づくりの参考になるような情報等を発信していく予定。 

 

２．講座・イベント等        

（１）一般向け館内・館外講師  

  館内講師  ３件 45人（特別展の解説）  

  館外講師   22件 1,069人（市民センター等、団体の要望に応じた内容） 

 

【博物館活用研修・ミュージアムセミナー】 【社会教育施設連携研修】 



（２）記念講演会 

日 時：令和３年７月 10日（土）13：30～14：30 

  内 容：「杜と森：自然から読み解く古代エジプト文明」 

  参加者：31人 

  講 師：中野智章氏（特別展「ライデン国立博物館所蔵 古代エジプト展」監修者・中部大学教 

授） 

 

（３）講座 

①しろ・まち講座 43 ※６月５日（土）から延期 

日 時：令和３年９月 18日（土）13：30～14：30 

  内 容：「名品ここだけの話―工芸の名品秘話」 

  参加者：35人 

  講 師：髙橋あけみ（当館副館長） 

 

②しろ・まち講座 44 

日 時：令和３年７月 31日（土）13：30～14：30 

  内 容：「解き明かせ！古代エジプトの謎」 

  参加者：41人 

  講 師：小田嶋なつみ（当館学芸員） 

 

（４）イベント 

 ①夏休み工作教室 

日 時：令和３年８月 22日（日）①午前の部 9：30～11：30 ②午後の部 13：30～15：30  

  内 容：「紙つばめをつくろう」 

  参加者：①親子４組 10名（大人６人、子供４人）②親子４組 10名（大人６人、子供４人） 

 

 ②仙台っ子歴史探検隊 

日 時：令和３年８月 21日（土）9：30～11：00  

  内 容：館庭クイズラリー及びよろい調べ 

  参加者：小学生 11人、大学生 10人（博物館実習生） 

 

③変身タイム →新型コロナ感染拡大防止のため中止 

 

（５）仙台市博物館夏休みサポートプロジェクト 

  期 間：令和３年７月 24日（土）～８月 24日（火） 

  内 容：①特別展「ライデン古代国立博物館所蔵 古代エジプト展」の開催に合わせて、子供ガ 

イドシート、新聞用紙、作成例を配付・紹介。総配布数 ３種 7,339枚 

②博物館ホームページのキッズコーナーに、調べ学習サポートのページを設け、「しらべ

てみよう」のページを紹介。併せて歴ネットシート、新聞用紙を掲載。 

 

３．情報発信 

（１）休館中の館だより 

   館だよりを内容も新たにリニューアルした。休館中は博物館ならではの切り口で仙台の歴史・

美術・文化にまつわることや博物館のトピックスを紹介し、読んで楽しんでもらう構成とした。

資料の魅力をより感じられるようにサイズも大きくし、全面カラー版となっている。 

 

 



（２）ポケット学芸員の導入 

   スマートフォン向けガイドアプリ「ポケット学芸員(Pocket Curator)」を令和３年 11 月８日（月） 

から導入した。スマートフォンやタブレット等を使って館蔵資料の解説を文字や音声、画像で知

ることができる。休館中も多くの方に利用してただき博物館への興味関心を広げ、再開館後の誘

客促進にもつなげたい。なお、このアプリは早稲田システム開発㈱（Waseda System Development）

の提供システムであり、無料で利用することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）動画制作・配信 

 昨年度は奥州・仙台おもてなし集団「伊達武将隊」とコラボレーションした動画をせんだい Tube

で配信したが、今年度は館職員で自作動画を企画・制作した。第 1 弾として、休館中で来館でき

ない子供たちが、仙台の歴史を知る機会となるように学校でも活用できる動画を制作することに

した。現在は図工等で活用できる「もんきりがた遊び」の動画をせんだい Tubeにて配信。引き続

き、社会科で活用できる動画などを制作していく予定である。 

 

（４）SNSでの発信活動 

 館ホームページで、休館中の情報を掲載しているほか、ツイッターの投稿回数を増やした。所

蔵資料の紹介やイベント案内、館周辺の自然や季節の移ろいを伝える写真、出前講座・授業の報

告など様々なトピックスを取り上げ随時発信している。 

 

 

  

【YouTube 動画「もんきり遊びをしてみよう」】 

【ツイッターでの配信記事】 


